
    

  

  
    

  

    

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学における障がい学生支援 

 

 
 

岡山大学には、聴覚障がい、肢体不自由、発達障がい、精神障がい等、様々な障がいを
有する学生が在籍しています。それらの学生の個々のニーズに応じて、特に学業面での必要な
配慮を提供できるよう、学生の所属部局や関係部署との連携や調整を行っています。また、 
授業での特別な配慮までは必要ない学生であっても、学生の学業面やその他の大学生活面で
の悩み相談に応じる個別面談も行っています。 
 さらに、ノートテイカーや、移動支援等を行ってくれるボランティア学生の養成も行っています。 
ボランティア学生たちは、聴覚障がいや肢体不自由を有する学生へのサポートで、日々活躍して
くれています。 
 

◆日本における障がい学生支援の現状 

 

岡山大学では、2009年 4月に障がい学生支援室が設置されました。現在は、専任教員
2名と事務補佐員 1名の 3名体制で活動しています。 
 

高大接続・学生支援センター 障がい学生支援室 2019年 4月発行 

 

通号 76号 

 

◆岡山大学障がい学生支援室とは 

 

（平成 30年度（2018年度）障害のある学生の修学支援に関する実態調査より。
https://www.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/chosa_kenkyu/chosa/index.
html より転載。） 
 

新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。 
 大学では、様々な障がいを有する学生が在籍しており、個々に応じた配慮を
受けながら、他学生と一緒に学んでいます。 
もし何らかの障がいを有しており、大学で上手くやっていけるのか不安を感じて
いる人がいれば、是非一度、障がい学生支援室にご相談ください！ 

2016 年 4 月に、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差別 
解消法）が施行され、国立大学では、「不当な差別的取り扱いの禁止」と「合理的配慮の 
提供」が法的に義務づけられることとなりました（私立大学では、合理的配慮の提供が努力
義務）。そのような事情もあり、近年では大学で学ぶ障がい学生の数が飛躍的に増加して 
きています。 
 右上の図は、日本学生支援機構が、毎年全国の高等教育機関（大学、短期大学、高等
専門学校等を含む）に対して行っている調査の最新版の結果になります。これを見ると最新の
平成 30年度時点の障がい学生数は 33,812人で、全学生数の 1.05%となっております。 
5年前の平成 25年時点では、13,449人ですので、この 5年間で 2万人以上増加している
ことになります。実際には、平成 27年度から障がい学生数のカウント方法が少し変わった為、
平成 26年度以前と以降を単純には比較できないものの、右肩上がりで増加の一途をたどって
いるのは明らかであり、日本においても障がいを有する学生が当たり前に大学で学べる環境が 
整いつつあるといえます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 
 

◆岡山大学における障がい学生支援の相談窓口・流れ 

 
◆障がい学生支援室が実施している授業、研修、講座等のご案内 

 

 

◆お知らせ 

 

支援の相談窓口は、下図のように、所属部局（学部・研究科等）の窓口または、 
障がい学生支援室になります。所属部局と障がい学生支援室は基本的に連携しながら 
支援を行いますが、特に連携する必要の無い場合には、それぞれ独立して支援を行う場合
もあります。 
 

授業 

●出前講座（車いす体験、視覚障がい体験、高齢者体験等の疑似体験授業）を行って
います！ご希望の先生は、是非ご連絡ください。 

 
  
 

●映像資料（DVD、動画等）の字幕作成（文字おこし）を行います！ 

【場   所】 一般教育棟 D 棟 1 階 

【開室時間】 月～金：10:00～12:00／13:00～17:00 

【連 絡 先】 086-251-8553（支援室受付）／shien-dr@okayama-u.ac.jp 

研修・講座等 

●「障がい学生支援入門」 
 ➡2 学期（火曜 5・6 限）と 3 学期（木曜 5・6 限） 
●「バリアフリーとアクセシビリティ」 
 ➡1 学期（木曜 5・6 限）、2学期、3学期、4学期（それぞれ火曜 7・8 限） 
●「アクセシビリティ実習」 
 ➡1 学期、2学期、3学期、4学期（それぞれ曜日は決めず 15時間の実習活動） 
 

➡音声がテキスト化されていれば、聴覚障がい学生が内容を読み取りつつ 
 

●啓発冊子「聴覚障がい学生の理解と支援～障がいの理解と講義中の
サポートについて～」を作成しました！ 
配布をご希望の方は、必要部数をご連絡ください。 

 

参加することが可能となります。字幕が付いていない映像をご使用の 
 先生方は、是非ご利用ください。 

◆障がい学生支援室の場所・連絡先 

 

●ノートテイカー養成講座 
 ➡不定期。2 ヵ月に 1回程度。 
●手話講座 
 ➡不定期。年に 1回程度。 
●障がい学生支援室公開講演会 
 ➡上記、「バリアフリーとアクセシビリティ」のゲスト講師の講演を公開。学期に 2回程度。 
●パラリンピック競技体験会 
 ➡不定期。前回（2018年 2月）は、ボッチャ体験会を行いました。 
 

＊相談のプライバシーは守られます。また、学内外機関等との連携は本人の許諾の下に行います。 

学生本人（および保護者）、所属部局（学部・研究科等）の関係教職員、 

障がい学生支援室、 関係機関等で、支援策（合理的配慮）を協議・調整 

  

障がい学生支援室に 

ご相談ください 

障がいがあり、大学に 
修学支援を依頼したい 

障がいがあるが、支援が 
必要なのか、どのような 
支援をしてもらえるのか 
相談したい 

自分は、障がいがあるの 
ではないかと心配している 

所属学部・研究科の担任（指導） 
教員または教務・学生担当事務に 

ご相談ください 

医師による判断が必要な 
場合は、 保健管理センター等 
医療機関 を紹介 

必要に 
応じて連携 

必要に応じて連携 


